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1． 研究課題 

今後国内ではさらに少子高齢化が進み、医療現場を取り巻く環境は大きく変化していく。こうし

た状況下においては、バイオセンサを始めとする医療機器をこの分野で実用化することは、潜在的

疾病や無自覚疾病の早期発見・早期治療を実現し、人間の QOL（Quality of Life：生活の質）を向

上することに繋がる。医療機器を医療現場で実用化する場合、機器の性能向上は勿論のこと、医学

的見地から見た機器の改良が重要である。即ち、現在の医学的視点と工学的視点が乖離した研究開

発手法を発展させ、医学と工学が融合した研究開発体制を確立することで、医療現場のニーズに則

した医療機器の効率的な開発が推進されると期待される。そこで本プロジェクトでは、臨床現場で

求められている検出対象や検出手法等の有用な情報を医師や医療機関から収集し、そのアドバイス

を積極的に機器開発に反映し、医療現場での実用化に則した医療機器の開発拠点を形成する。 

 

2． 主な研究成果 

2.1. 電界効果トランジスタバイオセンサの臨床応用に向けた研究開発 

アルツハイマー病に特異的な生体分子として知られるアミロイドβの重合体の検出を目指して、

コンゴーレッド分子を固定化した FET バイオセンサを開発し、緩衝溶液中での検出に向けた条件

検討を行った。その結果、凝集体を形成している Aβ (1-42)の添加に対しては応答が得られたのに

対し，それ以外の Aβ種に対しては応答がほとんど得られなかったことから，作製したコンゴーレ

ッド修飾 FET が Aβ凝集体を特異的に検出可能であることが示唆された．また，コンゴーレッド

修飾 FETの Aβ凝集体添加濃度依存性を調査したところ，10 fM～100 µMの濃度範囲で定量的な

検出が可能であることが示唆された（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 コンゴーレッド固定化FETセンサを用いたアミロイドβ凝集体の

検出の模式図(a)、および濃度依存性(b) 
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また、異なるアミロイドタンパク質（ヒトプリオンタンパク質）を対象として、チアミン固定化

FETバイオセンサを作製し、その検出可能性を検証した。その結果、作製したセンサがヒトプリオ

ンタンパク質のオリゴマーを特異的に検出し、400pMから 400nMの濃度範囲で定量的な検出が可

能であることが示唆された。更に、金属イオン添加による同タンパク質検出の高感度化の可能性を

示した。 
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図 2 チアミン固定化 FETの模式図（a）、及び同センサによるプリオン検出の濃度依存性（b） 
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5． 研究活動の課題と展望 

今後、本プロジェクトで開発している FET バイオセンサや磁性ナノ粒子等の医療機器を、医者や

医療関係者の知見を開発指針の策定に積極的に取り入れながら開発し、病院や医療機関での臨床研究

を進めていく予定である。 


